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②学生の英語学習の実態及び意識調査（質問紙回収率：H27年 9月は約 97%、H28年 1
















【方法】ヒト単球系培養細胞 THP-1を用いて、へミンによる ROS産生を CM-H2DCFDA、
細胞死を Annexin-V-PI によりフローサイトメトリー（FCM）等で測定した。 
【結果】1）抗酸化剤NAC (N-acetyl cysteine) ；ROS産生と細胞死を抑制した。 
 2）NADPH oxidase（Nox）阻害剤；①VAS2870：ROS産生と細胞死を抑制しなかった。
②DPI (diphenyleneiodonium chloride) ：ROS 産生と細胞死を抑制した。③Apocynin：
ROS産生を増強した。 
 3）ミトコンドリア選択的抗酸化剤Mito-TEMPO； ROS産生は抑制せず、細胞死は抑制
した。 
【考察】結果から以下の 2点が推測される。 
1）へミンによる ROS産生には、複数経路（Noxとミトコンドリア）が関与している。 
2）へミンによる細胞死誘導にはミトコンドリアでの ROS産生が重要である。 
今後、ミトコンドリアでの ROS産生と細胞死誘導との関連について、更に検討を進める必
要がある。 
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